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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう

９月の組織人員

5,005人（ ）加 入
11人

　

今
年
１
月
１
日
に
起
き

た
能
登
半
島
地
震
で
住
宅

が
倒
壊
、
ま
た
は
半
壊
な

ど
で
住
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
被
災
者
の
た
め

に
、
応
急
仮
設
木
造
住
宅

が
９
団
地
６
２
３
戸
と
過

去
最
大
規
模
の
建
設
が
現

在
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
25
日
か
ら

東
北
地
方
を
中
心
に
続
い

た
大
雨
災
害
は
、
山
形
県

の
庄
内
・
最
上
地
方
に
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
そ
の
復
旧
に
向
け
、

応
急
仮
設
木
造
住
宅
の
建

設
が
９
月
５
日
か
ら
大
工

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
２
団
地
36
戸
【
戸
沢
村

28
戸
、
鮭
川
村
８
戸
】）。

　

能
登
半
島
地
震
の
工
事

は
被
害
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
全
国
の
仲
間
が
集
結

し
（
秋
田
建
労
か
ら
も
数

名
が
参
加
し
ま
し
た
）、

工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

山
形
で
は
、
山
形
県
連
の

仲
間
、
総
勢
38
名
で
作
業

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
１

日
も
早
い
復
興
、
復
旧
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
る
度
に
私

た
ち
建
設
職
人
の
必
要
性
、

重
要
性
が
顕
著
に
表
れ
ま

す
。
職
人
が
不
足
し
て
い

る
今
、
職
人
の
労
働
環
境

を
良
く
し
、
職
人
の
数
を

増
や
す
運
動
を
よ
り
強
く

推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

山
王
四
丁
目

　 

未
加
入
者
の
掘
り
起
こ
し
と

　 
　
　
　
脱
退
防
止
に
取
り
組
む

 

組
織
拡
大
推
進
大
会

　 

上
半
期
の
運
動
総
括

平和を願って折り鶴を捧げる秋田建労の千羽鶴

力強く組織拡大を誓う

　

８
月
25
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
秋

田
で
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
組
織
拡
大
推
進
大
会

が
24
人
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
稲
嶋
博
会
長

か
ら
「
今
日
は
み
な
さ
ん

か
ら
上
半
期
の
組
織
拡
大

運
動
に
つ
い
て
報
告
を
い

た
だ
き
、
意
見
交
換
を
交

え
な
が
ら
下
半
期
に
向
け

組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
千
葉
直
樹

組
合
長
は
「
健
康
保
険
料

の
値
上
が
り
が
続
き
、
加

入
者
の
減
少
が
続
い
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
市
町
村

国
保
に
は
な
い
魅
力
が
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
が
組
織

拡
大
を
意
識
し
て
組
合
員

訪
問
や
事
業
所
訪
問
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
は
各
支

部
で
組
合
員
訪
問
・
現
場

訪
問
を
行
い
、
対
面
で
組

合
員
の
近
況
や
仕
事
の
話

を
通
し
て
、
未
加
入
者
の

掘
り
起
こ
し
や
脱
退
防
止

に
つ
な
げ
る
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
は
組
合
員
訪
問

９
支
部
、
新
加
入
対
象
者

説
明
会
１
支
部
の
取
り
組

み
が
あ
り
、
組
合
員
訪
問

で
は
、
組
合
パ
ン
フ
と
未

加
入
者
紹
介
チ
ラ
シ
を
配

布
し
な
が
ら
組
合
加
入
の

メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
て
、

組
織
拡
大
運
動
へ
の
協
力

を
求
め
た
こ
と
や
、
共
済

の
内
容
を
説
明
し
て
脱
退

を
留
ま
っ
た
と
い
っ
た
報

告
が
あ
り
、
改
め
て
組
合

員
訪
問
の
大
切
さ
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

１
月
か
ら
８
月
ま
で
の

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
状

慰霊と平和への決意を新たに
第37回 『原爆犠牲建設労働者・職人の魂』慰霊祭

　

全
建
総
連
と
広
島
建
労

は
８
月
５
日
に
元
安
橋
東

詰
「
広
島
建
労
慰
霊
碑
」

前
で
、「
第
37
回
『
原
爆

犠
牲
建
設
労
働
者
・
職
人

の
魂
』
慰
霊
祭
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
広
島
建

労
・
藤
岡
書
記
長
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
参
列
者
全

員
で
原
爆
犠
牲
者
に
対
し

て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
全
建
総
連
・
中

西
委
員
長
、
広
島
建
労
・

　

折
り
鶴
が
平
和
と
結
び

つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
被
爆
か

ら
10
年
後
に
白
血
病
で
亡

く
な
っ
た
少
女
、
佐
々
木

禎
子
さ
ん
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
禎
子
さ
ん
（
当

時
12
歳
）
は
、
２
歳
の
と

き
に
被
爆
し
、
10
年
後
白

原
委
員
長
、
建
設
長
崎
・

佐
藤
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ

花
輪
を
慰
霊
碑
に
供
え
、

参
列
者
も
全
員
で
一
輪
菊

を
献
花
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
の
言
葉
と
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
後
、
原
爆

犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
る

た
め
、
36
県
連
・
組
合
か

ら
19
ヵ
所
の
名
水
、
折
り

鶴
は
38
県
連
・
組
合
か
ら

15
万
９
９
８
５
羽
が
寄
せ

ら
れ
、
参
列
し
た
代
表
者

の
手
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

秋
田
建
労
女
性
部
の
皆

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
御
霊
を
慰
め
平
和
の
祈

り
を
込
め
て
作
成
、
つ
な

ぎ
作
業
を
し
た
３
０
０
０

羽
の
折
り
鶴
も
久
米
書
記

長
が
代
表
し
て
献
納
し
ま

し
た
。

血
病
を
発
症
し
ま
し
た
。

病
床
で
回
復
を
願
っ
て
包

み
紙
な
ど
で
千
羽
以
上
の

鶴
を
折
り
続
け
ま
し
た
が
、

８
か
月
の
闘
病
生
活
の
後
、

昭
和
30
年
10
月
25
日
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。
広
島
市

の
平
和
記
念
公
園
内
に
あ

る
「
原
爆
の
子
の
像
」
の

モ
デ
ル
に
。

況
は
、
加
入
者
54
人
、
脱

退
者
１
０
９
人
で
55
人
減

少
し
ま
し
た
が
、
上
北
手

支
部
は
５
人
の
増
勢
を
勝

ち
取
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
理
由
で
は
「
仲

間
・
親
方
の
紹
介
が
」
が

23
人
と
、
加
入
者
の
42
・

６
％
を
占
め
て
い
る
こ
と

や
、
20
代
30
代
の
若
い
世

代
の
加
入
が
15
人
と
半
数

以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら

も
、
加
入
勧
奨
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
下
半
期
は
全

支
部
で
の
組
合
員
訪
問
達

成
に
む
け
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
を
三
唱
し
、
組
織

拡
大
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

上
半
期

 

　
組
織
拡
大
運
動

 

　
　
の
総
括
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SNSで秋田建労の情報を発信しています!!

X（旧 Twitter）・Instagram・Threads・TikTok の
アプリ、アカウントをお持ちの方は

X（旧 Twitter）

@akitakenro_p を検索＆フォローお願いします！

Instagram Threads TikTok

中建国保に加入のみなさまへ

　令和６年４月以降、まだ受診していない方を対象に健診を実施します。受診費用は無料です。

未受診者対象健康診断のお知らせ

＜全日本労働福祉協会　健診日程＞
 日　　程　　　　　　　受付時間
10月16日　14：30～16：00　午後のみ
10月17日　14：30～16：00　午後のみ
11月２日　８：00～11：30　13：00～15：00
11月３日　８：00～11：30　13：00～14：00
11月30日　８：00～11：30　13：00～15：00
12月１日　８：00～11：30　13：00～14：00

 会　　場　 組合会館

※秋田市・男鹿南秋地区で受診していない方に
は、事前に医療機関から案内が送付されてます
ので申し込んでください。それ以外の地区で受
診希望の方は、組合に連絡してください。

＜秋田県総合保健事業団　健診日程＞
 日　　程　　　　　　　受付時間
10月30日　13：00～15：00　午後のみ
10月31日　13：00～15：00　午後のみ
11月27日　13：00～15：00　午後のみ
11月28日　13：00～15：00　午後のみ

 会　　場　 中央健診センター

※申込は　秋田県総合保健事業団　中央健診センター
秋田市川尻町字大川反233-186
TEL.０１８－８２３－１５２０ へ直接お電話して
下さい。

※各日、15人の定員

⑴秋田県職業能力開発協会で受付する場合
　　秋田県職業能力開発協会へ郵送（※）または持参してください。
受験手数料の支払いは銀行振り込みのみとなります。
　※郵送および宅配便（受付期間内の消印かつ発送及び受領の履歴が
　残る形式に限る）
⑵各地域技能センターで受付する場合
　　各技能センター窓口へ持参してください。受験手数料の支払いは
現金のみとなります。

【問い合わせ先】
　秋田県職業能力開発協会
　担当　技能振興課
　TEL　018-862-3510
※合格した方には組合から１万５千円の合格祝金、全建総連資格取
得報奨金も支給となりますので合格の確認できる書類を持参して
申請して下さい。
※技能検定（建築大工）１級・２級の受験申込者を対象とした講習
会を開催します（12月開催予定）。
　参加希望の方は10月25日までに組合へ申し込みしてください。

後期技能検定の受験申請受付
令和6年10月7日（月）～18日（金）まで （土、日、祝日を除く）

令和６年度後期技能検定実施のご案内

なんと 1.3%建退共に加入して退職金をもらおう！運用利回りが、

建設退職金制度について建設退職金制度について
一人親方の人も建退共に加入することができます

…建退共とは…
　名称《建設業退職金共済制度》といいます。
　建設業で働く人たちのために国によって設立された制度です。
　本来は親方・事業主が建退共に加入し、従業員のために掛金を払いますが、一人
親方の場合は直接建退共に加入することができない為、組合の「任意組合」に加
入することで建退共が適用されます。現場で働いている方ならどなたでも入るこ
とができ、見習いの人も入ることができます。

…掛け金は…
　１ヶ月の掛金は、6,830円（１日320円×21日分＋110円の送金手数料）で、組合
から送付された振込用紙を使って振り込んでいただくことになります。

…退職金の計算は…
　掛金の日数分の証紙を手帳に貼っていきます。

…退職金をもらうには…
　労働者が退職金の請求をするとそれまで手帳に貼られた証紙の枚数を通算し、
国の定めた基準に基づいて労働者に直接退職金が支払われます。退職金をもらう
ためには、手帳に証紙が12ヶ月以上貼ってあることが必要です。尚、退職金が支
給されるのは次のような場合です。
　○建設業で働かなくなった
　○事業主になった
　○病気やケガなどで働けなくなった
　○死亡した（遺族請求となります）

…退職金の額は…
　およそ表のとおりです。

…手続きは…
　無料です。組合で一切の手続きをします。
　加入承認が下り次第、振込用紙をお送りします。

掛金納付年数（月数） 退職金額

 1 年（  12月）

 2 年（  24月）

 5 年（  60月）

10年（120月）

20年（240月）

24,192円

161,280円

414,087円

893,559円

1,933,479円

25年（300月）

30年（360月）

35年（420月）

40年（480月）

45年（540月）

2,474,439円

3,038,919円

3,641,031円

4,268,007円

4,913,127円

掛金納付年数（月数） 退職金額

秋田建築労働組合　全建総連厚生協会秋田県支部

なんと 1.3%

型 掛　金

Ａ型 20,683円

Ｂ型 14,478円

Ｃ型 10,341円

一人親方労災保険に加入している皆様へ一人親方労災保険に加入している皆様へ

　保険料は前日までに届出口座へご入金くださいますよう
宜しくお願いいたします。

10月25日（金）は
一人親方労災保険料口座振替日です。

【断熱施工実技研修会】
　断熱施工に携わる大工技能者を対象に、省エネ基準適合義務化に際
し、正しい断熱施工技術を学べる研修会を無料で実施しています。

秋田会場　11月13日（水）、14日（木）
　　　　　秋田プレカットセンター
日時、会場、申込方法等は
　https://dannetsusekou.kennetserve.jp　をご確認ください。

【設計等実務講習会】
　2025年4月1日以降の着工から、木造戸建住宅(階数２以上または
延べ面積200㎡超)の建築確認手続きや壁量計算等の見直しおよび全
ての建築物における省エネ基準への適合義務化を学べる講習会を無
料で実施しています。

秋田会場　10月31日（木）
　　　　　秋田県JAビル　大ホール
日時、会場、申込方法等は
　https://krs.bz/koushuu-setsumeikai/m/r6_kentiku-jitsumu　をご確認ください。

「断熱施工実技研修会」
「設計等実務講習会」のご案内
「断熱施工実技研修会」
「設計等実務講習会」のご案内

住宅・建築物の設計・施工等に携わる皆さまへ
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日
頃
の
運
動
不
足
を
認
識

　 

【
能
代
支
部

　
　
　
　
　
　
小
沢
　
悟
】

　

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
健
康

な
が
ら
も
時
折
、
秋
の
風

が
吹
く
、
そ
ん
な
感
じ
の

９
月
１
日
に
県
南
ブ
ロ
ッ

ク
各
支
部
の
方
々
が
横
手

市
大
森
町
に
集
い
、「
県

南
ブ
ロ
ッ
ク
健
康
体
力
づ

く
り
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
防
災
の
日
と

言
う
こ
と
で
横
手
市
消
防

署
よ
り
加
川
副
主
査
を
迎

え
、
防
災
に
つ
い
て
講
習

会
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
今

の
災
害
時
の
出
来
事
、
対

処
の
仕
方
、
救
急
搬
送
の

時
の
大
変
だ
っ
た
こ
と

等
々
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
と
り
、
準
備
体

操
を
し
た
ら
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
の
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
「
や
っ

て
ヤ
ル
」
感
が
ハ
ン
パ
な

い
で
す
。
数
日
前
に
見
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
せ
い
で

す
ね
。
相
手
コ
ー
ト
よ
り

放
た
れ
る
ボ
ー
ル
に
必
死

に
食
ら
い
つ
く
。
鬼
の
よ

う
な
形
相
で
飛
ん
で
跳
ね

て
、
相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー

ル
が
落
ち
た
ら
ニ
ン
マ
リ
。

　

あ
ぁ
、
残
暑
の
中
、
必

死
で
仕
事
を
し
た
疲
れ
が

久
々
の
有
酸
素
運
動
に
よ

り
と
れ
て
い
く
。
な
ど
と

考
え
て
い
た
ら
、
参
加
者

体
力
づ
く
り
教
室
は
、
８

月
25
日
に
能
代
市
の
ア
リ

ナ
ス
を
会
場
に
ソ
フ
ト
バ

の
中
に
足
や
腰
を
怪
我
し

た
方
が
い
た
そ
う
で
す
。

　

「
腫
れ
は
ひ
い
た
ろ
う

か
」「
仕
事
は
何
日
か
休

ん
だ
だ
ろ
う
か
」「
次
回

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

　 

【
牛
島
支
部

　
　
　
　
　
猪
田
　
博
樹
】

　

真
夏
の
様
な
日
差
し
が

強
い
日
に
、
牛
島
支
部
の

慰
安
会
が
道
の
駅
い
わ
き

「
ア
キ
タ
ウ
ミ
ヨ
コ
」
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
の
第
３
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
８
日
の
第
２

日
曜
日
で
し
た
。
通
常
で

あ
れ
ば
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
や
っ
て
か
ら
懇
親

会
で
し
た
が
、
海
辺
の
散

策
を
し
て
か
ら
懇
親
会
を

し
ま
し
た
。

　

漁
港
の
方
ま
で
、
釣
り

人
、
サ
ー
フ
ァ
ー
や
海
の

様
子
を
眺
め
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。
戻
る
途
中
バ
イ

ク
で
遊
び
に
来
た
青
年
と

出
会
い
、
青
年
を
囲
ん
で

バ
イ
ク
に
つ
い
て
あ
れ
こ

れ
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

白熱したビンゴゲーム

は
会
え
る
だ
ろ
う
か
」
自

分
の
歳
を
忘
れ
ハ
ッ
ス
ル

し
て
い
た
私
は
、
怪
我
を

し
た
の
が
自
分
で
も
お
か

し
く
な
い
の
で
他
人
事
で

あ
り
ま
せ
ん
。

「
い
い
バ
イ
ク
だ
！
カ
ッ

コ
い
い
！
」
を
連
発
し
て

い
た
の
で
、
青
年
も
嫌
な

気
持
ち
に
は
な
ら
ず
に
質

問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

気
温
は
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
海
の
風
は
涼
し
く
、

大
変
心
地
良
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
、
温
泉
に
入

り
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
の
伊
藤
事
務
局
員

か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
の
説

明
が
あ
り
、
駒
根
副
組
合

長
の
挨
拶
、
武
田
前
事
務

局
長
の
乾
杯
の
挨
拶
で
宴

会
が
ス
タ
ー
ト
。

　

お
い
し
い
料
理
を
食
べ

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
仲
間
も
多
く
、

会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
武
田
さ
ん
か
ら

の
日
本
酒
の
差
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
り
、
支

部
員
か
ら
「
も
う
無
い

の
？
」
と
も
う
少
し
飲
み

た
か
っ
た
ら
し
く
催
促
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宴
会
も
中
盤
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
始
ま
り
、
み
ん
な
大

盛
り
上
が
り
。
リ
ー
チ
が

早
く
か
か
っ
て
も
中
々
ビ

ン
ゴ
に
な
ら
な
い
方
や
、

呼
ば
れ
た
数
字
が
な
か
な

か
無
く
カ
ー
ド
が
全
然
折

ら
れ
て
い
な
い
方
も
い
て

様
々
で
す
。
豪
華
な
景
品

で
も
な
く
、
数
も
少
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
も
の
す

ご
く
楽
し
め
ま
し
た
。

　

今
年
中
に
は
若
い
人
向

け
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も

や
る
予
定
で
す
。

　 

【
角
館
支
部

　
　
　
　
　
藤
村
　
隆
幸
】

　

あ
つ
い
、
暑
い
と
言
い

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

能
代
・
三
種
・
二
ツ
井

支
部
合
同
で
40
人
程
の
参

加
で
し
た
。

　

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、

気
持
ち
だ
け
は
ス
ポ
ー
ツ

選
手
に
な
っ
て
臨
み
ま
し

た
。
球
技
の
体
力
づ
く
り

教
室
は
久
々
だ
っ
た
の
で
、

殆
ど
の
人
は
ボ
ー
ル
が
思

う
よ
う
に
扱
え
ず
日
頃
の

運
動
不
足
を
認
識
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
終
わ
る
頃
に

は
何
と
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

み
た
い
な
感
じ
に
な
り
ま

   防災の講習と
　   ソフトバレー
県南ブロック健康体力づくり教室

能
代
・
二
ツ
井
・
三
種
健
康
体
力
づ
く
り
教
室

うまくレシーブできるかな

うまくできました

ビンゴで盛り上がっている様子

 子供達の
 笑顔が溢れる
 秋田南支部住宅デー

牛島支部慰安会

表彰を受ける大仙美郷支部

し
た
。
大
会
な
の
で
勝
ち

負
け
は
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
楽
し
く
運
動
し
て

く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

目
的
は
健
康
増
進
な
の

で
、
こ
れ
を
機
会
に
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
増
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　 

【
秋
田
南
支
部

　
　
　
　
　
　
石
田
　
誠
】

　

８
月
24
日
、
秋
田
南
支

部
住
宅
デ
ー
と
し
て
木
工

教
室
を
御
野
場
南
部
街
区

公
園
夏
祭
り
「
盆
踊
り
大

会
」
会
場
の
一
角
で
行
い

ま
し
た
。

　

午
後
３
時
の
開
始
に
合

わ
せ
て
作
業
が
始
ま
り
、

組
合
員
６
名
で
テ
ン
ト
を

張
り
看
板
を
取
り
付
け
て

ア
ピ
ー
ル
を
す
る
と
、
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
開
始
前
か

ら
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
今
回
の

教
材
と
な
る
巣
箱
の
パ
ー

ツ
を
並
べ
、
組
み
立
て
の

説
明
後
、
申
込
書
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
も
ら

い
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
は
、

釘
を
打
つ
音
が
響
い
て
い

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
次

か
ら
次
の
来
客
で
大
変
で

し
た
。

　

子
供
達
か
ら
は
、
か
な

づ
ち
を
使
っ
て
打
つ
の
が

楽
し
か
っ
た
と
笑
顔
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
組
み
立

て
が
出
来
上
が
っ
た
人
か

ら
、
自
分
で
思
い
思
い
に

バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て
完
成

で
す
。

　

木
工
教
室
が
キ
ッ
カ
ケ

で
少
し
で
も
建
築
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
講
習
を
す
る
加
川
副
主
査

　

稲
刈
り
終

わ
れ
ば
、
行

楽
の
季
節
。

楽
し
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
ド
ラ
イ

ブ
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ

も
、
事
故
や

ケ
ガ
に
は
気

を
付
け
た
い

も
の
で
す
。
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読

近者

況
の

　

子
供
達
の
長
い
夏
休
み

も
終
わ
り
、
ま
た
い
つ
も

の
日
常
に
戻
り
ま
し
た
。

朝
晩
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
日
中
は
ま

だ
暑
く
熱
中
症
対
策
を
続

け
て
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
主
婦　

36
歳)

　

９
月
に
入
り
朝
晩
涼
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
柿
、

梨
、
り
ん
ご
な
ど
秋
の
味

覚
楽
し
み
で
す
。

�

（
主
婦　

47
歳)

　

暑
い
日
が
ま
だ
ま
だ
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
朝
・

夕
は
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
う
っ
か
り
窓
を
開

け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と

寒
く
て
目
を
覚
ま
し
て
し

ま
い
ま
す
。
風
邪
に
気
を

つ
け
な
い
と
。
あ
っ
と
い

う
間
に
雪
が
降
る
ん
だ
ろ

う
な
ぁ
。

�

（
配
管
工　

61
歳)

　

ラ
ッ
プ
が
今
の
時
代
流

行
は
じ
め
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
プ
は
現
在
10
代
を
中

心
に
人
気
が
高
く
、
ジ
ャ

ン
ル
の
垣
根
を
超
え
た
普

遍
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
も
し
よ
け

れ
ば
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。�

（
小
学
生　

11
歳)

　

最
近
、
昼
は
暑
く
夜
は

涼
し
い
で
す
。
夜
に
外
に

出
る
と
寒
い
と
ま
で
感
じ

る
季
節
に
な
っ
て
き
て
、

こ
の
ま
ま
暑
く
な
る
な
と

願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
小
学
生　

10
歳)

佐々木希華さん（大　住）　杉本　陽太さん（中　央）
佐藤　光里さん（本部直轄）　鈴木結花子さん（新　屋）
石塚　徳彦さん（河　辺）　　　　　   応募総数13名

　解答をハガキかファックスにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内の近況もしく
はコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に1,000円分のクオカードを進呈
致します。FAX 018-865-2292 締め切りは、10月17日まで
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● 前回の当選者

　たて・よこのカギをヒントにマス
目を埋め、Ａ～Ｄの順に並べて下さい。
読むと言葉になります。

よこのかぎ

１．�国定忠治の名台詞「○○
○の山も今宵限り…」

４．�飲食物に対しての好み。
育った地域も関係ある？

６．�目は心の○○といいま
すが

８．�日本三大珍味といえば、
カラスミとコノワタ、も
う一つは？

９．�日本を代表する学園都
　市がある茨城県の市

10．�欧米式？挨拶で抱き合う

11．�温泉が多数ある静岡県
内の半島

１．�北陸新幹線の名前のひ
　とつ。軽井沢と嬬恋村の
　境にある山と同じ

２．�東京都港区の泉岳寺に
眠る赤穂浪士をこう呼ん
だり

３．�各地で出汁や具はいろい
ろ。餅が主役の汁物

５．�山の傾斜面の傾き度合

７．�情報化社会の変化の速さ、
　まさに○○○イヤー

たてのかぎ1 2 3

4 5

Ａ
6 7 8

Ｂ Ｄ
9

10 11

Ｃ

解　答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

カ
Ａ
ラ

Ｂ
シ

Ｃ
前回の解答は

　 

【
新
屋
支
部

　
　
　
　
　
渡
邉
　
心
也
】

　

６
月
23
日
、
南
秋
田
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、

支
部
と
し
て
初
の
試
み
と

な
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
支
部
な
ど
か
ら
13

名
、
盛
岡
建
設
労
働
組
合

青
年
部
か
ら
も
４
名
の
仲

間
に
来
て
い
た
だ
き
、
17

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

程
よ
い
曇
り
空
で
暑
過

ぎ
ず
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
。
早
朝
か
ら
楽
し
い

一
日
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
各
自
ゴ
ル
フ
場
に
集
合
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
も

い
て
朝
か
ら
話
が
盛
り
上

　 

【
外
旭
川
支
部

　
　
　
　
　
　
武
田
　
健
】

　

私
は
電
気
工
事
士
を
し

て
い
ま
す
。
祝
日
に
仕
事

を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

（
停
電
作
業
等
）。

　

今
回
の
作
業
は
、
電
柱

の
上
の
カ
ラ
ス
の
巣
の
撤

去
。
相
方
と
二
人
、
高
所

作
業
車
で
現
場
に
直
行
。

普
通
は
小
枝
を
集
め
て
巣

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
青
年
部
交
流
会
で

仲
間
の
絆
深
ま
る

　 

【
中
央
支
部

　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
・
Ｈ
】

　

秋
め
く
と
目
に
飛
び
込

ん
で
来
る
の
が
、
ス
ス
キ

の
群
落
。
月
見
に
は
欠
か

せ
な
い
季
節
の
花
だ
。

　

何
の
色
気
も
無
く
、
地

味
で
シ
ブ
い
、
い
ぶ
し
銀

の
様
な
花
だ
が
、
昔
か
ら

人
々
の
生
活
に
役
立
っ
て

来
た
。
か
や
ぶ
き
屋
根
、

炭
俵
、
ホ
ウ
キ
、
牛
馬
の

エ
サ
な
ど
な
ど
。
下
手
な

花
よ
り
ず
っ
と
良
い
。

　

色
の
あ
る
花
は
、
咲
き

始
め
は
綺
麗
で
良
い
が
、

月
見
に
欠
か
せ
な
い

季
節
の
花

私の仕事

が
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
と
記
念
撮
影
を

行
い
、
カ
ー
ト
に
乗
っ
て

い
ざ
コ
ー
ス
へ
出
発
。
始

球
式
は
主
催
者
の
私
が
ま

さ
か
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

で
全
て
の
運
を
使
い
果
た

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
や
バ

ー
デ
ィ
ー
に
歓
声
が
上
が

り
、
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
笑
い
合
っ
た
り
し

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、

み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
協

賛
品
が
景
品
と
し
て
入
賞

者
に
手
渡
さ
れ
、
豪
華
景

品
に
大
盛
り
上
が
り
で
、

参
加
者
全
員
で
笑
顔
の
記

念
撮
影
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
夕
方

か
ら
は
会
場

を
変
え
て
、

コ
ン
ペ
参
加

の
ご
苦
労
様

会
と
支
部
青

年
部
も
参
加

し
て
の
交
流

会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本

部
よ
り
佐
々

木
耀
介
青
年

部
長
に
も
参

加
し
て
い
た

開
催
し
て
欲
し
い
と
の
嬉

し
い
声
が
た
く
さ
ん
上
が

り
、
こ
れ
ま
で
の
段
取
り

の
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し

た
。
次
回
は
も
っ
と
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

昨
年
９
月
に
盛
岡
の
青

年
部
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し

た
と
こ
ろ
大
盛
況
で
、
盛

岡
の
仲
間
か
ら
は
「
年
々

参
加
者
も
増
え
て
い
て
一

日
ゆ
っ
く
り
と
交
流
し
て

仲
良
く
な
れ
る
、
未
経
験

の
人
も
誘
っ
て
ゴ
ル
フ
か

ら
仲
間
づ
く
り
が
出
来
て

い
る
」
と
の
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。
開
催
の
仕
方

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
是
非
秋
田
で
も
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
新

屋
支
部
で
も
こ
れ
か
ら
は

ど
ん
ど
ん
新
し
い
活
動
を

だ
き
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。
一
日
を
思
い
出
し

な
が
ら
ゴ
ル
フ
や
組
合
や

青
年
部
、
仕
事
な
ど
た
く

さ
ん
の
話
で
大
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
是
非
次
回
も

を
造
り
ま
す
が
、
ま
れ
に

針
金
な
ど
混
じ
っ
た
り
し

ま
す
。
高
圧
電
線
に
接
触

す
る
と
大
事
故
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

早
速
作
業
車
で
電
柱
の

上
部
の
巣
へ
近
づ
く
と
、

両
側
方
か
ら
カ
ラ
ス
が
二

羽
勢
い
よ
く
突
っ
込
ん
で

き
て
、
頭
上
で
旋
回
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
巣
の
中

に
卵
か
ヒ
ナ
鳥
が
入
っ
て

い
る
こ
と
を
確
信
で
す
。

　

親
カ
ラ
ス
は
近
く
の
電

柱
に
止
ま
り
我
々
の
様
子

を
見
て
い
ま
す
。
作
業
中

突
か
れ
て
も
困
る
の
で
、

30
分
程
に
ら
め
っ
こ
を
し

ま
し
た
が
、
一
度
、
現
場

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
。

　

程
よ
く
し
て
ま
た
向
か

プレー前に記念撮影

み
す
ぎ
で
す
。
週
一
で
休

肝
日
を
必
ず
設
け
て
く
だ

さ
い
」
と
一
発
回
答
に
「
は

い
」
と
下
を
向
く
。
し
か

し
未
だ
に
休
肝
日
は
取
れ

て
い
な
い
。
肝
臓
に
も
「
休

肝
日
」
と
い
う
働
き
方
改

革
が
必
要
の
よ
う
だ
。
米

　

９
月
の
始
め
、
健
診
で

５
年
連
続
「
要
精
密
検
査
」

が
気
に
な
り
内
科
を
受
診
。

精
密
検
査
後
、
先
生
が「
飲

編
集
後
記

枯
れ
始
め
る
と
な
ん
か
惨

め
だ
。
そ
の
点
、
ス
ス
キ

は
年
中
同
じ
色
で
実
に
良

い
。

　

我
が
家
の
居
間
に
は
一

年
中
ス
ス
キ
が
咲
い
て
い

る
。
と
言
う
の
は
、
昨
年

月
見
に
飾
っ
た
も
の
が
、

一
年
中
花
も
落
と
さ
ず
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

い
る
、
奇
跡
だ
。「
枯
れ

ス
ス
キ
」
に
な
っ
て
は
い

る
だ
ろ
う
が
、
同
じ
色
は

保
っ
て
い
る
。

　

一
年
も
同
じ
姿
を
し
て

い
る
花
は
そ
う
は
無
い
。

ま
た
新
し
い
ス
ス
キ
を
取

っ
て
来
て
居
間
に
飾
ろ
う
、

美
し
い
月
見
の
た
め
に
。

い
電
柱
を
見
る
と
親
カ
ラ

ス
が
い
ま
せ
ん
。
も
う
一

度
作
業
車
で
上
が
る
と
、

三
羽
の
ヒ
ナ
鳥
が
ピ
ー
ピ

ー
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て

い
ま
す
。
結
局
、
巣
に
針

金
が
無
い
こ
と
を
確
認
し

て
巣
か
ら
離
れ
ま
し
た
。

元
気
に
巣
立
っ
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ

ス
も
人
間
も
、
我
が
子
を

守
る
の
に
必
死
で
す
。

　

巣
の
撤
去
仕
事
は
、
次

回
の
停
電
作
業
ま
で
様
子

を
見
る
こ
と
に
。

　

三
年
く
ら
い
前
に
も
カ

ラ
ス
の
巣
の
撤
去
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
が
、
巣
の
中

は
カ
ラ
っ
ぽ
で
す
。
こ
れ

が
ホ
ン
ト
の
カ
ラ
巣
な
ん

て
。

し
て
い
こ
う
と
い
う
ム
ー

ド
が
高
ま
り
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
や
っ
て
み
よ
う
と
協

力
的
な
意
見
が
出
て
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

盛
岡
の
青
年
部
の
皆
さ

ん
と
も
県
を
超
え
た
交
流

が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

な
の
で
プ
レ
ー
代
や
参
加

費
は
各
自
自
己
負
担
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
好
き
な

人
は
来
て
く
れ
る
。
ゴ
ル

フ
に
限
ら
ず
、
仲
間
の
皆

さ
ん
が
好
き
な
こ
と
や
興

味
の
あ
る
こ
と
共
通
の
趣

味
な
ど
で
集
ま
り
仲
良
く

な
れ
る
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

企
画
し
て
、
多
く
の
笑
顔

と
繋
が
り
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。


